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東京都千代田区丸の内一丁目5番1号 

<お問い合わせ先> 

電話番号：03-5219-5947 

（営業日の9:00～17:00） 

https://www.franklintempleton.co.jp 

お客様の口座内容などに関するお問い合わせは、お申込み

された販売会社までお願い申し上げます。 
 

フランクリン・テンプルトン・ジャパン株式会社（金融商品取引業者 関
東財務局長（金商）第417号）はフランクリン・リソーシズ・インク傘下
の資産運用会社です。 

  

■■当ファンドの仕組みは次の通りです。 
商品分類 追加型投信／内外／債券 

信託期間 無期限 

運用方針 

主として、世界各国（新興国を含む）の国債およ
び政府機関債等に実質的な投資を行い、投資信託
財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざし
て運用を行います。 

主な投資対象 

主として、以下の外国投資証券および投資信託受
益証券に投資を行います。 
「フランクリン・テンプルトン・インベストメン
ト・ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボン
ド・ファンド（ルクセンブルク籍投資法人）」 
「日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）」 

組入制限 

投資信託証券および短期金融商品（短期運用の有
価証券を含みます。）以外への直接投資は行いま
せん。 
投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への直接投資は行いません。 
同一銘柄の投資信託証券への投資割合には制限を
設けません。 

分配方針 

毎決算時（限定為替ヘッジコース／為替ヘッジな
しコースは毎年６月および12月の20日（休業日の
場合は翌営業日）、毎月分配型・為替ヘッジなし
コースは毎月20日（休業日の場合は翌営業日））に、
基準価額水準、市況動向等を勘案して収益分配金
額を決定します。 
分配対象収益が少額の場合には分配を行わないこ
とがあります。 
留保益の運用については、特に制限を設けず、委
託者の判断に基づき、元本部分と同一の運用を行
います。 
なお、毎月分配型・為替ヘッジなしコースは６月
および12月以外の月の決算時の分配について
は、原則として配当等収益を中心とするものと
します。 

  

受益者の皆様へ 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、「テンプルトン世界債券ファンド」は2022年６月20日
に決算（限定為替ヘッジコース／為替ヘッジなしコースは
第23期、毎月分配型・為替ヘッジなしコースは第137期）を
行いました。ここに、限定為替ヘッジコース／為替ヘッジ
なしコースの第23期、毎月分配型・為替ヘッジなしコース
の第132期から第137期の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申し上
げます。 

 

テンプルトン世界債券ファンド 
限定為替ヘッジコース 
為替ヘッジなしコース 

毎月分配型・為替ヘッジなしコース 

（愛称：地球号） 
限定為替ヘッジコース/為替ヘッジなしコース 

第 23 期（決算日 2022年６月20日） 
毎月分配型・為替ヘッジなしコース 
第132期（決算日 2022年１月20日） 
第133期（決算日 2022年２月21日） 
第134期（決算日 2022年３月22日） 
第135期（決算日 2022年４月20日） 
第136期（決算日 2022年５月20日） 
第137期（決算日 2022年６月20日） 

運 用 報 告 書（全体版） 
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース 
 

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

19期(2020年６月22日) 10,015 10 △4.3 99.0 4,222 

20期(2020年12月21日) 9,955 10 △0.5 99.0 3,981 

21期(2021年６月21日) 9,665 10 △2.8 98.6 3,779 

22期(2021年12月20日) 9,330 10 △3.4 97.5 1,106 

23期(2022年６月20日) 8,807 10 △5.5 99.0 951 
 

（注） 基準価額（１万口当たり）の期中騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

（注） 投資信託証券組入比率は、純資産総額に対する比率です。 

 

○当期中の基準価額の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2021年12月20日 9,330 － 97.5 

12月末 9,375 0.5 97.7 

2022年１月末 9,319 △0.1 98.8 

２月末 9,428 1.1 99.1 

３月末 9,535 2.2 98.9 

４月末 9,222 △1.2 98.4 

５月末 9,211 △1.3 99.3 

(期  末)    

2022年６月20日 8,817 △5.5 99.0 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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○運用経過 (2021年12月21日～2022年６月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2021年12月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主な投資対象ファンドである「フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ－テンプルトン・

グローバル・ボンド・ファンド」（以下、テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンドといいます。）の円建

て外国投資証券「Class I (Mdis) JPY-H1」（以下、ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラスといいます。）の分配金再

投資基準価額が前期末と比べ下落したことから、当ファンドの分配金再投資基準価額は下落しました。詳しく

は後掲の「■投資環境」をご参照ください。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

なお、投資対象ファンドの主な変動要因は以下の通りです。 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等からのインカムゲイン 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等の価格変動 

・投資を行っている先進国通貨および新興国通貨の対米ドルの価格変動 

・米ドル売り円買いの為替予約取引等による為替ヘッジコスト 

 

 

（債券市場） 

当期の米国債券市場は、利回りが上昇（価格は下落）しました。期の前半は、新型コロナウイルスの新たな

変異株（オミクロン株）に対する懸念により、利回りは低下して始まりましたが、その後は、オミクロン株の

感染拡大に対する過度の警戒感が和らいだことや、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による金融政策の正常化

が予想以上に早く進むとの見方が広がったことなどから、利回りは上昇しました。期の半ばは、ＦＲＢによる

金融政策の正常化観測を背景に、利回りの上昇が続きましたが、ウクライナ情勢が悪化し、投資家のリスク回

避姿勢が意識されると、利回りは低下しました。その後は、原油価格が急騰し、インフレ圧力が増すとの警戒

感が強まったことや、ＦＲＢが0.25％の利上げを決定したことなどから、利回りは上昇しました。期の後半は、

ＦＲＢによる0.5％幅の追加利上げを織り込む形で、利回りは上昇しました。その後、ＦＲＢによる積極的な

金融引き締めによる米国景気への影響が懸念され、株式相場が下落基調となったことから、利回りは低下しま

したが、引き続きＦＲＢの積極的な利上げ観測により、利回りは上昇しました。 

当期の欧州債券市場は、利回りが上昇（価格は下落）しました。期の前半は、オミクロン株の感染拡大に対

する過度の警戒感が和らいだことや、欧州エネルギー市場における天然ガス価格の上昇を背景にインフレの

長期化観測が広がったことなどから、利回りは上昇しました。期の半ばは、欧州中央銀行（ＥＣＢ）が金融政

策の正常化を想定より早く進めるとの見方が広がったことから、利回りは上昇しましたが、ウクライナ問題を

巡り、欧米によるロシアへの制裁強化により欧州経済への影響が懸念されると、低下しました。その後は、原

油価格が急騰し、インフレへの警戒感が高まったことや、ＥＣＢが量的緩和の縮小を加速する方針を発表した

ことなどを受けて、利回りは上昇しました。期の後半は、ＥＣＢが金融政策の正常化を進めるとの見方が根強

い中、利回りの上昇が続きました。その後、当期末にかけては、ウクライナ紛争の長期化による欧州景気への

影響が懸念されたことなどから、利回りが一進一退となる局面も見られましたが、ＥＣＢが量的緩和措置であ

る資産購入プログラムを2022年７月に終了する一方、同月から利上げを開始する方針を示したことなどから、

利回りは再び上昇しました。 

新興国債券の利回りは、インフレ懸念などを背景に概ね上昇しました。 

 

（外国為替市場） 

当期の米ドル・円相場は、米ドル高・円安となりました。期の前半は、一進一退の展開となりました。新型

コロナウイルスのオミクロン株の感染拡大への警戒感から米国株式相場が軟調となる場面で米ドルは対円で

上値の重い展開となりました。一方、ＦＲＢによる金融政策の正常化が予想以上に早く進むとの見方が広がっ

たことは、米ドル買い・円売りを促す要因となりました。期の半ばに入ってからも、一進一退の展開が続きま

したが、ロシアによるウクライナ侵攻を受けた原油高でインフレ懸念が強まり、米国国債利回りが上昇する

投資環境 
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と、日米金利差の拡大に伴い、米ドル買い・円売りが優勢となりました。期の後半は、ＦＲＢが金融引き締め

ペースを加速するとの観測が広がった一方で、日銀が金融緩和策を維持する姿勢を継続していることから、日

米の金融政策の方向性の違いが意識される中、米ドル買い・円売りが強まりました。その後は、急速な円安に

対する警戒感や米国国債利回りの低下などを受けて、米ドルは対円で伸び悩みとなる場面もみられましたが、

再びＦＲＢの積極的な金融政策に焦点があたったことから、米ドルは堅調に推移しました。 

当期のユーロ・円相場は、ユーロ高・円安となりました。期の前半は、新型コロナウイルスのオミクロン株

の感染拡大に対する過度の警戒感が後退すると、ユーロは対円で底堅い動きとなりました。また、ＥＣＢ総裁

がインフレへの警戒感を示し、ＥＣＢによる2022年内の利上げ開始観測が浮上したことから、ユーロ買い・円

売りが優勢となりました。期の半ば、ウクライナ情勢の悪化を受けて欧州経済への影響が懸念されたことなど

から、ユーロは対円で下落しましたが、ウクライナとロシアの停戦交渉に対する進展期待が高まると、反発し

ました。期の後半は、ＥＣＢによる金融政策の正常化が進むとの観測が根強い中、金融緩和を継続する日銀と

の政策方向の違いを意識したユーロ買い・円売りが強まりました。その後は、新型コロナウイルスの感染が拡

大する中国でロックダウン（都市封鎖）が拡大し、世界経済の減速につながるとの懸念が広がったことから、

ユーロ売り・円買いが優勢となりました。しかし、ＥＣＢが量的緩和措置である資産購入プログラムを2022年

７月に終了する一方、同月から利上げを開始する方針を示したことなどから、国債利回りが上昇する中、ユー

ロ高・円安が進みました。 

新興国通貨の動きは、対円で概ね堅調となりました。 

 

 

（テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース」は、当ファンドの運用の基本方針にもとづき、「テ

ンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス」を高位に組み入れました。ま

た、「日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）」受益証券への投資も行いました。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス） 

＜国・地域配分＞ 

主な国・地域別配分については、韓国、インドネシア、ブラジル、ノルウェー、スウェーデンなどへ投資し

ました。 

 

＜通貨別配分＞ 

主な通貨別配分については、韓国ウォン、米ドル、中国元などを買い建てとする一方で、ユーロなどを売り

建てしました。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

＜信用格付別配分＞ 

主な配分については、投資適格債を中心に、非投資適格債も一部組み入れました。 

 

なお、「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス」において、ポート

フォリオの通貨配分にかかわらず、純資産総額を米ドル換算した額とほぼ同額程度の米ドル売り・円買いの為

替予約取引等により、対円での為替ヘッジを行いました。 

 

（2022年５月末時点） 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し信託財産の安定的な成

長を目指して安定運用を行いました。 

 

 

当ファンドはベンチマークや参考指数を設けていないため、本項目は記載しておりません。 

 

 

当期の収益分配につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案して次表の通りとさせていただきました。 

なお、留保された収益の運用につきましては、特に制限を設けず元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第23期 

2021年12月21日～ 
2022年６月20日 

当期分配金 10  

(対基準価額比率) 0.113％ 

 当期の収益 10  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 4,687  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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○今後の運用方針 

（テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース」は、当ファンドの運用の基本方針にもとづき、「テ

ンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス」および「日本短期債券ファン

ド（適格機関投資家限定）」へ投資を行います。「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定

為替ヘッジ・クラス」への投資比率は高位を維持する方針です。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス） 

○市場見通し（2022年５月末時点） 

インフレの要因は地域毎に異なる中、年内は概ね過去の平均水準を上回ると予想しています。欧州では、エ

ネルギー価格の上昇とサプライチェーンの混乱がインフレの主な要因となる一方、米国では堅調な国内の需

要もその要因となっています。特に、堅調な家計の貯蓄とペントアップ需要が、米国の労働市場のひっ迫につ

ながり、賃金上昇に圧力をかけています。運用チームでは、地域毎の様々なインフレ要因を引き続き注意深く

精査してまいります。 

世界規模の異例の金融緩和局面は終わり、世界的な金融引き締め局面が続いています。こうした金融政策の

転換は現地通貨建て資産に様々な影響を及ぼします。アジアのように、すでに高い金利を維持するかもしくは

ラテンアメリカのように利上げを先駆けて実施することにより金融引き締め局面で先行している一部の新興

国は、世界的な金融引き締め局面では有利な立場にあります。他の国は持続的なインフレやファンダメンタル

ズの悪化に脆弱であるとみられ、金融引き締め局面で遅れを取る可能性があります。国によりインフレ要因は

一様ではなく、各国間で金融政策のかい離は広がると予想しています。一部の中央銀行が他の国の中央銀行に

先行して金融引き締めを進める中、金融政策のかい離はバリュエーションの面から投資機会をもたらす可能

性があります。 

 

○運用方針 

全体として、ポートフォリオのデュレーションを短めに維持します。引き続き主要先進国以外の一部の現地

通貨建てソブリン債に注目してまいります。一部の新興国のソブリン債利回りは低利回りもしくはマイナス

利回りの先進国ソブリン債の利回り水準を大きく上回っています。また、ビジネス活動が活発で、健全な財政

政策が期待できる国（特にアジア諸国）の通貨にも注目しています。国際商品価格の上昇や積極的な利上げ姿

勢も米州の一部の通貨に追い風となると考えています。 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

今後も引き続き、主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し、信

託財産の安定的な成長をめざして安定運用を行う方針です。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

○１万口当たりの費用明細 (2021年12月21日～2022年６月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 50  0.535  (a)信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (10)  (0.110)  ファンドの運用、受託会社への指図、基準価額の算出、開示資料作成 
等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (38)  (0.411)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン 
ドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.014)  ファンドの運用財産の保管・管理、委託会社からの運用指図の実行等 
の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.015   
(b)その他費用＝  

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.015)  その他費用 
・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 51   0.550    

期中の平均基準価額は、9,348円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

 当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」等が取得できるものについては交付運用報告書の「組入

上位ファンドの概要」に表示しております。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は四捨五

入してあります。 

 

  

〔期中のその他費用〕 

〔期中の平均受益権口数〕



品 名：01_90087_700004-005-006_023_03_テンプルトン世界債券ファンド 合冊_921774.docx 

日 時：2022/8/4 10:06:00 

ページ：8 

－ 8 － 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価
証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で
除した総経費率（年率）は1.92％です。 

 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注） 各比率は、年率換算した値です。 
（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。 
（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。   
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

○売買及び取引の状況 (2021年12月21日～2022年６月20日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

外 国 
(邦貨建) 

 口 千円 口 千円  
フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY-H1 

45,352 28,902 134,662 87,400  

 
（注） 金額は受渡し代金です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年12月21日～2022年６月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2021年12月21日～2022年６月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2022年６月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定） 2,703,566 2,703,566 2,845 0.3 

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY-H1 

1,654,037 1,564,727 939,164 98.7 

合 計 4,357,603 4,268,293 942,010 99.0 
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

 

  

投資信託証券 
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○投資信託財産の構成 (2022年６月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 2,845 0.3 

投資証券 939,164 98.0 

コール・ローン等、その他 16,642 1.7 

投資信託財産総額 958,651 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てです。 
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年６月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 958,651,818   

 コール・ローン等 16,641,727   

 投資信託受益証券(評価額) 2,845,232   

 投資証券(評価額) 939,164,859   

(B) 負債 6,898,469   

 未払収益分配金 1,080,706   

 未払解約金 57,811   

 未払信託報酬 5,599,755   

 未払利息 37   

 その他未払費用 160,160   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 951,753,349   

 元本 1,080,706,444   

 次期繰越損益金 △  128,953,095   

(D) 受益権総口数 1,080,706,444口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,807円 
 
 
 

○損益の状況 (2021年12月21日～2022年６月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 28,039,944   

 受取配当金 28,046,333   

 受取利息 120   

 支払利息 △      6,509   

(B) 有価証券売買損益 △ 77,709,988   

 売買益 964,746   

 売買損 △ 78,674,734   

(C) 信託報酬等 △  5,759,915   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 55,429,959   

(E) 前期繰越損益金 △162,174,417   

(F) 追加信託差損益金 89,731,987   

 (配当等相当額) (  178,537,403)  

 (売買損益相当額) (△ 88,805,416)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △127,872,389   

(H) 収益分配金 △  1,080,706   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △128,953,095   

 追加信託差損益金 89,731,987   

 (配当等相当額) (  178,537,403)  

 (売買損益相当額) (△ 88,805,416)  

 分配準備積立金 328,062,319   

 繰越損益金 △546,747,401   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞（当運用報告書作成時点では監査未了です。） 

（貸借対照表関係） 

（１）期首元本額は1,185,843,059円、期中追加設定元本額は10,319,398円、期中一部解約元本額は115,456,013円です。 

（２）貸借対照表上の純資産総額が元本総額を下回っており、その差額は128,953,095円です。 

（３）期末における１口当たり純資産額は0.8807円です。 

 

（分配金の計算過程） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（22,280,029円）、解約に伴う当期純損益金額分

配後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（178,537,403円）及び分

配準備積立金（306,862,996円）より、分配対象収益は、507,680,428円（１万口当たり4,697円）であり、うち1,080,706円（１万口当たり10

円）を分配金額としております。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
◇分配金の取扱いについて 

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別

元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除し

た額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース 
 

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

19期(2020年６月22日) 14,006 10 △5.5 99.0 3,915 

20期(2020年12月21日) 13,514 10 △3.4 98.9 3,466 

21期(2021年６月21日) 14,017 10 3.8 98.6 3,300 

22期(2021年12月20日) 14,006 10 △0.0 97.5 3,117 

23期(2022年６月20日) 15,757 10 12.6 99.2 3,137 
 

（注） 基準価額（１万口当たり）の期中騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

（注） 投資信託証券組入比率は、純資産総額に対する比率です。 

 

○当期中の基準価額の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2021年12月20日 14,006 － 97.5 

12月末 14,228 1.6 98.3 

2022年１月末 14,178 1.2 99.2 

２月末 14,384 2.7 99.1 

３月末 15,321 9.4 98.8 

４月末 15,618 11.5 97.9 

５月末 15,547 11.0 99.1 

(期  末)    

2022年６月20日 15,767 12.6 99.2 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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○運用経過 (2021年12月21日～2022年６月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2021年12月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主な投資対象ファンドである「フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ－テンプルトン・

グローバル・ボンド・ファンド」（以下、テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンドといいます。）の円建

て外国投資証券「Class I (Mdis) JPY」（以下、ＪＰＹクラスといいます。）の分配金再投資基準価額が上昇し

たことから、当ファンドの分配金再投資基準価額も上昇しました。詳しくは後掲の「■投資環境」をご参照く

ださい。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

なお、投資対象ファンドの主な変動要因は以下の通りです。 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等からのインカムゲイン 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等の価格変動 

・投資を行っている先進国通貨および新興国通貨の対米ドルの価格変動 

 

 

（債券市場） 

当期の米国債券市場は、利回りが上昇（価格は下落）しました。期の前半は、新型コロナウイルスの新たな

変異株（オミクロン株）に対する懸念により、利回りは低下して始まりましたが、その後は、オミクロン株の

感染拡大に対する過度の警戒感が和らいだことや、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による金融政策の正常化

が予想以上に早く進むとの見方が広がったことなどから、利回りは上昇しました。期の半ばは、ＦＲＢによる

金融政策の正常化観測を背景に、利回りの上昇が続きましたが、ウクライナ情勢が悪化し、投資家のリスク回

避姿勢が意識されると、利回りは低下しました。その後は、原油価格が急騰し、インフレ圧力が増すとの警戒

感が強まったことや、ＦＲＢが0.25％の利上げを決定したことなどから、利回りは上昇しました。期の後半は、

ＦＲＢによる0.5％幅の追加利上げを織り込む形で、利回りは上昇しました。その後、ＦＲＢによる積極的な

金融引き締めによる米国景気への影響が懸念され、株式相場が下落基調となったことから、利回りは低下しま

したが、引き続きＦＲＢの積極的な利上げ観測により、利回りは上昇しました。 

当期の欧州債券市場は、利回りが上昇（価格は下落）しました。期の前半は、オミクロン株の感染拡大に対

する過度の警戒感が和らいだことや、欧州エネルギー市場における天然ガス価格の上昇を背景にインフレの

長期化観測が広がったことなどから、利回りは上昇しました。期の半ばは、欧州中央銀行（ＥＣＢ）が金融政

策の正常化を想定より早く進めるとの見方が広がったことから、利回りは上昇しましたが、ウクライナ問題を

巡り、欧米によるロシアへの制裁強化により欧州経済への影響が懸念されると、低下しました。その後は、原

油価格が急騰し、インフレへの警戒感が高まったことや、ＥＣＢが量的緩和の縮小を加速する方針を発表した

ことなどを受けて、利回りは上昇しました。期の後半は、ＥＣＢが金融政策の正常化を進めるとの見方が根強

い中、利回りの上昇が続きました。その後、当期末にかけては、ウクライナ紛争の長期化による欧州景気への

影響が懸念されたことなどから、利回りが一進一退となる局面も見られましたが、ＥＣＢが量的緩和措置であ

る資産購入プログラムを2022年７月に終了する一方、同月から利上げを開始する方針を示したことなどから、

利回りは再び上昇しました。 

新興国債券の利回りは、インフレ懸念などを背景に概ね上昇しました。 

 

（外国為替市場） 

当期の米ドル・円相場は、米ドル高・円安となりました。期の前半は、一進一退の展開となりました。新型

コロナウイルスのオミクロン株の感染拡大への警戒感から米国株式相場が軟調となる場面で米ドルは対円で

上値の重い展開となりました。一方、ＦＲＢによる金融政策の正常化が予想以上に早く進むとの見方が広がっ

たことは、米ドル買い・円売りを促す要因となりました。期の半ばに入ってからも、一進一退の展開が続きま

したが、ロシアによるウクライナ侵攻を受けた原油高でインフレ懸念が強まり、米国国債利回りが上昇する

と、日米金利差の拡大に伴い、米ドル買い・円売りが優勢となりました。期の後半は、ＦＲＢが金融引き締め

投資環境 
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ペースを加速するとの観測が広がった一方で、日銀が金融緩和策を維持する姿勢を継続していることから、日

米の金融政策の方向性の違いが意識される中、米ドル買い・円売りが強まりました。その後は、急速な円安に

対する警戒感や米国国債利回りの低下などを受けて、米ドルは対円で伸び悩みとなる場面もみられましたが、

再びＦＲＢの積極的な金融政策に焦点があたったことから、米ドルは堅調に推移しました。 

当期のユーロ・円相場は、ユーロ高・円安となりました。期の前半は、新型コロナウイルスのオミクロン株

の感染拡大に対する過度の警戒感が後退すると、ユーロは対円で底堅い動きとなりました。また、ＥＣＢ総裁

がインフレへの警戒感を示し、ＥＣＢによる2022年内の利上げ開始観測が浮上したことから、ユーロ買い・円

売りが優勢となりました。期の半ば、ウクライナ情勢の悪化を受けて欧州経済への影響が懸念されたことなど

から、ユーロは対円で下落しましたが、ウクライナとロシアの停戦交渉に対する進展期待が高まると、反発し

ました。期の後半は、ＥＣＢによる金融政策の正常化が進むとの観測が根強い中、金融緩和を継続する日銀と

の政策方向の違いを意識したユーロ買い・円売りが強まりました。その後は、新型コロナウイルスの感染が拡

大する中国でロックダウン（都市封鎖）が拡大し、世界経済の減速につながるとの懸念が広がったことから、

ユーロ売り・円買いが優勢となりました。しかし、ＥＣＢが量的緩和措置である資産購入プログラムを2022年

７月に終了する一方、同月から利上げを開始する方針を示したことなどから、国債利回りが上昇する中、ユー

ロ高・円安が進みました。 

新興国通貨の動きは、対円で概ね堅調となりました。 

 

 

（テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース」は、当ファンドの運用の基本方針にもとづき、「テ

ンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」を高位に組入れました。また、「日本短期債券ファ

ンド（適格機関投資家限定）」受益証券への投資も行いました。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス） 

＜国・地域配分＞ 

主な国・地域別配分については、韓国、インドネシア、ブラジル、ノルウェー、スウェーデンなどへ投資し

ました。 

 

＜通貨別配分＞ 

主な通貨別配分については、韓国ウォン、米ドル、中国元などを買い建てとする一方で、ユーロなどを売り

建てしました。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

＜信用格付別配分＞ 

主な配分については、投資適格債を中心に、非投資適格債も一部組み入れました。 

 

（2022年５月末時点） 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し信託財産の安定的な成

長を目指して安定運用を行いました。 

 

 

当ファンドはベンチマークや参考指数を設けていないため、本項目は記載しておりません。 

 

 

当期の収益分配につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案して次表の通りとさせていただきました。 

なお、留保された収益の運用につきましては、特に制限を設けず元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第23期 

2021年12月21日～ 
2022年６月20日 

当期分配金 10  

(対基準価額比率) 0.063％ 

 当期の収益 10  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 9,538  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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○今後の運用方針 

（テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース」は、当ファンドの運用の基本方針にもとづき、「テ

ンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」および「日本短期債券ファンド（適格機関投資

家限定）」へ投資を行います。「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」への投資比率

は高位を維持する方針です。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス） 

○市場見通し（2022年５月末時点） 

インフレの要因は地域毎に異なる中、年内は概ね過去の平均水準を上回ると予想しています。欧州では、エ

ネルギー価格の上昇とサプライチェーンの混乱がインフレの主な要因となる一方、米国では堅調な国内の需

要もその要因となっています。特に、堅調な家計の貯蓄とペントアップ需要が、米国の労働市場のひっ迫につ

ながり、賃金上昇に圧力をかけています。運用チームでは、地域毎の様々なインフレ要因を引き続き注意深く

精査してまいります。 

世界規模の異例の金融緩和局面は終わり、世界的な金融引き締め局面が続いています。こうした金融政策の

転換は現地通貨建て資産に様々な影響を及ぼします。アジアのように、すでに高い金利を維持するかもしくは

ラテンアメリカのように利上げを先駆けて実施することにより金融引き締め局面で先行している一部の新興

国は、世界的な金融引き締め局面では有利な立場にあります。他の国は持続的なインフレやファンダメンタル

ズの悪化に脆弱であるとみられ、金融引き締め局面で遅れを取る可能性があります。国によりインフレ要因は

一様ではなく、各国間で金融政策のかい離は広がると予想しています。一部の中央銀行が他の国の中央銀行に

先行して金融引き締めを進める中、金融政策のかい離はバリュエーションの面から投資機会をもたらす可能

性があります。 

 

○運用方針 

全体として、ポートフォリオのデュレーションを短めに維持します。引き続き主要先進国以外の一部の現地

通貨建てソブリン債に注目してまいります。一部の新興国のソブリン債利回りは低利回りもしくはマイナス

利回りの先進国ソブリン債の利回り水準を大きく上回っています。また、ビジネス活動が活発で、健全な財政

政策が期待できる国（特にアジア諸国）の通貨にも注目しています。国際商品価格の上昇や積極的な利上げ姿

勢も米州の一部の通貨に追い風となると考えています。 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

今後も引き続き、主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し、信

託財産の安定的な成長をめざして安定運用を行う方針です。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

○１万口当たりの費用明細 (2021年12月21日～2022年６月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 80  0.535  (a)信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (16)  (0.110)  ファンドの運用、受託会社への指図、基準価額の算出、開示資料作成 
等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (61)  (0.411)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン 
ドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.014)  ファンドの運用財産の保管・管理、委託会社からの運用指図の実行等 
の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.004   
(b)その他費用＝  

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.004)  その他費用 
・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 81   0.539    

期中の平均基準価額は、14,879円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

 当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」等が取得できるものについては交付運用報告書の「組入

上位ファンドの概要」に表示しております。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は四捨五

入してあります。 

 

  

〔期中のその他費用〕 

〔期中の平均受益権口数〕
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価
証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で
除した総経費率（年率）は1.92％です。 

 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注） 各比率は、年率換算した値です。 
（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。 
（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。   
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

○売買及び取引の状況 (2021年12月21日～2022年６月20日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

外 国 
(邦貨建) 

 口 千円 口 千円  
フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY 

84,105 85,687 309,800 322,100  

 
（注） 金額は受渡し代金です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年12月21日～2022年６月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2021年12月21日～2022年６月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2022年６月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定） 11,202,737 11,202,737 11,789 0.4 

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY 

3,154,720 2,929,024 3,100,782 98.8 

合 計 14,357,457 14,131,761 3,112,572 99.2 
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

  

投資信託証券 
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○投資信託財産の構成 (2022年６月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 11,789 0.4 

投資証券 3,100,782 97.8 

コール・ローン等、その他 56,478 1.8 

投資信託財産総額 3,169,049 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てです。 
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年６月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,169,049,183   

 コール・ローン等 56,476,483   

 投資信託受益証券(評価額) 11,789,760   

 投資証券(評価額) 3,100,782,940   

(B) 負債 31,422,316   

 未払収益分配金 1,991,317   

 未払解約金 12,302,866   

 未払信託報酬 17,000,788   

 未払利息 127   

 その他未払費用 127,218   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,137,626,867   

 元本 1,991,317,559   

 次期繰越損益金 1,146,309,308   

(D) 受益権総口数 1,991,317,559口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,757円 
 
 
 

○損益の状況 (2021年12月21日～2022年６月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 80,956,939   

 受取配当金 80,976,380   

 受取利息 343   

 支払利息 △       19,784   

(B) 有価証券売買損益 282,067,867   

 売買益 309,399,349   

 売買損 △   27,331,482   

(C) 信託報酬等 △   17,128,006   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 345,896,800   

(E) 前期繰越損益金 △   69,425,072   

(F) 追加信託差損益金 871,828,897   

 (配当等相当額) (    763,214,783)  

 (売買損益相当額) (    108,614,114)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,148,300,625   

(H) 収益分配金 △    1,991,317   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,146,309,308   

 追加信託差損益金 871,828,897   

 (配当等相当額) (    763,214,783)  

 (売買損益相当額) (    108,614,114)  

 分配準備積立金 1,136,118,304   

 繰越損益金 △  861,637,893   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞（当運用報告書作成時点では監査未了です。） 

（貸借対照表関係） 

（１）期首元本額2,225,978,043円、期中追加設定元本額は45,934,436円、期中一部解約元本額は280,594,920円です。 

（２）期末における１口当たり純資産額は1.5757円です。 

 

（分配金の計算過程） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（77,137,394円）、解約に伴う当期純損益金額分

配後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（763,214,783円）及び分

配準備積立金（1,060,972,227円）より、分配対象収益は、1,901,324,404円（１万口当たり9,548円）であり、うち1,991,317円（１万口当た

り10円）を分配金額としております。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
◇分配金の取扱いについて 

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別

元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除し

た額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
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テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース 
 

○ 近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

108期(2020年１月20日) 11,748 50 1.2 98.7 252 

109期(2020年２月20日) 11,768 50 0.6 98.7 252 

110期(2020年３月23日) 11,188 50 △4.5 99.0 233 

111期(2020年４月20日) 10,858 50 △2.5 98.8 225 

112期(2020年５月20日) 10,836 50 0.3 98.7 225 

113期(2020年６月22日) 10,738 50 △0.4 98.9 206 

114期(2020年７月20日) 10,650 50 △0.4 99.0 204 

115期(2020年８月20日) 10,481 25 △1.4 98.6 199 

116期(2020年９月23日) 10,351 25 △1.0 98.9 190 

117期(2020年10月20日) 10,341 25 0.1 98.7 190 

118期(2020年11月20日) 10,259 25 △0.6 98.2 162 

119期(2020年12月21日) 10,197 25 △0.4 98.0 147 

120期(2021年１月20日) 10,217 25 0.4 98.3 147 

121期(2021年２月22日) 10,332 25 1.4 98.5 149 

122期(2021年３月22日) 10,437 25 1.3 98.8 150 

123期(2021年４月20日) 10,380 25 △0.3 98.4 150 

124期(2021年５月20日) 10,396 25 0.4 97.4 144 

125期(2021年６月21日) 10,429 25 0.6 97.8 144 

126期(2021年７月20日) 10,211 25 △1.9 97.8 141 

127期(2021年８月20日) 10,142 25 △0.4 98.5 140 

128期(2021年９月21日) 10,125 25 0.1 98.8 140 

129期(2021年10月20日) 10,514 25 4.1 97.9 145 

130期(2021年11月22日) 10,329 25 △1.5 98.9 141 

131期(2021年12月20日) 10,275 25 △0.3 98.0 140 

132期(2022年１月20日) 10,390 25 1.4 98.1 122 

133期(2022年２月21日) 10,441 25 0.7 98.3 122 

134期(2022年３月22日) 10,860 25 4.3 98.5 126 

135期(2022年４月20日) 11,718 25 8.1 98.2 131 

136期(2022年５月20日) 11,112 25 △5.0 97.5 125 

137期(2022年６月20日) 11,412 25 2.9 97.7 129 
 

（注） 基準価額（１万口当たり）の期中騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

（注） 投資信託証券組入比率は、純資産総額に対する比率です。 
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○当作成期中の基準価額の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第132期 

(期  首) 円 ％ ％ 

2021年12月20日 10,275 － 98.0 

12月末 10,435 1.6 97.4 

(期  末)    

2022年１月20日 10,415 1.4 98.1 

第133期 

(期  首)    

2022年１月20日 10,390 － 98.1 

１月末 10,385 △0.0 98.9 

(期  末)    

2022年２月21日 10,466 0.7 98.3 

第134期 

(期  首)    

2022年２月21日 10,441 － 98.3 

２月末 10,509 0.7 98.3 

(期  末)    

2022年３月22日 10,885 4.3 98.5 

第135期 

(期  首)    

2022年３月22日 10,860 － 98.5 

３月末 11,163 2.8 98.6 

(期  末)    

2022年４月20日 11,743 8.1 98.2 

第136期 

(期  首)    

2022年４月20日 11,718 － 98.2 

４月末 11,358 △3.1 97.2 

(期  末)    

2022年５月20日 11,137 △5.0 97.5 

第137期 

(期  首)    

2022年５月20日 11,112 － 97.5 

５月末 11,281 1.5 97.5 

(期  末)    

2022年６月20日 11,437 2.9 97.7 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

○運用経過 (2021年12月21日～2022年６月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2021年12月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主な投資対象ファンドである「フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ－テンプルトン・

グローバル・ボンド・ファンド」（以下、テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンドといいます。）の円建

て外国投資証券「Class I (Mdis) JPY」（以下、ＪＰＹクラスといいます。）の分配金再投資基準価額が上昇し

たことから、当ファンドの分配金再投資基準価額も上昇しました。詳しくは後掲の「■投資環境」をご参照く

ださい。 

 

  

作成期間中の基準価額等の推移 
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なお、投資対象ファンドの主な変動要因は以下の通りです。 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等からのインカムゲイン 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等の価格変動 

・投資を行っている先進国通貨および新興国通貨の対米ドルの価格変動 

 

 

（債券市場） 

当作成期の米国債券市場は、利回りが上昇（価格は下落）しました。期の前半は、新型コロナウイルスの新

たな変異株（オミクロン株）に対する懸念により、利回りは低下して始まりましたが、その後は、オミクロン

株の感染拡大に対する過度の警戒感が和らいだことや、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による金融政策の正

常化が予想以上に早く進むとの見方が広がったことなどから、利回りは上昇しました。期の半ばは、ＦＲＢに

よる金融政策の正常化観測を背景に、利回りの上昇が続きましたが、ウクライナ情勢が悪化し、投資家のリス

ク回避姿勢が意識されると、利回りは低下しました。その後は、原油価格が急騰し、インフレ圧力が増すとの

警戒感が強まったことや、ＦＲＢが0.25％の利上げを決定したことなどから、利回りは上昇しました。期の後

半は、ＦＲＢによる0.5％幅の追加利上げを織り込む形で、利回りは上昇しました。その後、ＦＲＢによる積

極的な金融引き締めによる米国景気への影響が懸念され、株式相場が下落基調となったことから、利回りは低

下しましたが、引き続きＦＲＢの積極的な利上げ観測により、利回りは上昇しました。 

当作成期の欧州債券市場は、利回りが上昇（価格は下落）しました。期の前半は、オミクロン株の感染拡大

に対する過度の警戒感が和らいだことや、欧州エネルギー市場における天然ガス価格の上昇を背景にインフ

レの長期化観測が広がったことなどから、利回りは上昇しました。期の半ばは、欧州中央銀行（ＥＣＢ）が金

融政策の正常化を想定より早く進めるとの見方が広がったことから、利回りは上昇しましたが、ウクライナ問

題を巡り、欧米によるロシアへの制裁強化により欧州経済への影響が懸念されると、低下しました。その後は、

原油価格が急騰し、インフレへの警戒感が高まったことや、ＥＣＢが量的緩和の縮小を加速する方針を発表し

たことなどを受けて、利回りは上昇しました。期の後半は、ＥＣＢが金融政策の正常化を進めるとの見方が根

強い中、利回りの上昇が続きました。その後、当作成期末にかけては、ウクライナ紛争の長期化による欧州景

気への影響が懸念されたことなどから、利回りが一進一退となる局面も見られましたが、ＥＣＢが量的緩和措

置である資産購入プログラムを2022年７月に終了する一方、同月から利上げを開始する方針を示したことな

どから、利回りは再び上昇しました。 

新興国債券の利回りは、インフレ懸念などを背景に概ね上昇しました。 

 

（外国為替市場） 

当作成期の米ドル・円相場は、米ドル高・円安となりました。期の前半は、一進一退の展開となりました。

新型コロナウイルスのオミクロン株の感染拡大への警戒感から米国株式相場が軟調となる場面で米ドルは対

円で上値の重い展開となりました。一方、ＦＲＢによる金融政策の正常化が予想以上に早く進むとの見方が広

がったことは、米ドル買い・円売りを促す要因となりました。期の半ばに入ってからも、一進一退の展開が続

きましたが、ロシアによるウクライナ侵攻を受けた原油高でインフレ懸念が強まり、米国国債利回りが上昇す

ると、日米金利差の拡大に伴い、米ドル買い・円売りが優勢となりました。期の後半は、ＦＲＢが金融引き締

投資環境 
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めペースを加速するとの観測が広がった一方で、日銀が金融緩和策を維持する姿勢を継続していることから、

日米の金融政策の方向性の違いが意識される中、米ドル買い・円売りが強まりました。その後は、急速な円安

に対する警戒感や米国国債利回りの低下などを受けて、米ドルは対円で伸び悩みとなる場面もみられました

が、再びＦＲＢの積極的な金融政策に焦点があたったことから、米ドルは堅調に推移しました。 

当作成期のユーロ・円相場は、ユーロ高・円安となりました。期の前半は、新型コロナウイルスのオミクロ

ン株の感染拡大に対する過度の警戒感が後退すると、ユーロは対円で底堅い動きとなりました。また、ＥＣＢ

総裁がインフレへの警戒感を示し、ＥＣＢによる2022年内の利上げ開始観測が浮上したことから、ユーロ買

い・円売りが優勢となりました。期の半ば、ウクライナ情勢の悪化を受けて欧州経済への影響が懸念されたこ

となどから、ユーロは対円で下落しましたが、ウクライナとロシアの停戦交渉に対する進展期待が高まると、

反発しました。期の後半は、ＥＣＢによる金融政策の正常化が進むとの観測が根強い中、金融緩和を継続する

日銀との政策方向の違いを意識したユーロ買い・円売りが強まりました。その後は、新型コロナウイルスの感

染が拡大する中国でロックダウン（都市封鎖）が拡大し、世界経済の減速につながるとの懸念が広がったこと

から、ユーロ売り・円買いが優勢となりました。しかし、ＥＣＢが量的緩和措置である資産購入プログラムを

2022年７月に終了する一方、同月から利上げを開始する方針を示したことなどから、国債利回りが上昇する

中、ユーロ高・円安が進みました。 

新興国通貨の動きは、対円で概ね堅調となりました。 

 

 

（テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース」は、当ファンドの運用の基本方針に

もとづき、「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」を高位に組入れました。また、「日

本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）」受益証券への投資も行いました。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス） 

＜国・地域配分＞ 

主な国・地域別配分については、韓国、インドネシア、ブラジル、ノルウェー、スウェーデンなどへ投資し

ました。 

 

＜通貨別配分＞ 

主な通貨別配分については、韓国ウォン、米ドル、中国元などを買い建てとする一方で、ユーロなどを売り

建てしました。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 
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＜信用格付別配分＞ 

主な配分については、投資適格債を中心に、非投資適格債も一部組み入れました。 

 

（2022年５月末時点） 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し信託財産の安定的な成

長を目指して安定運用を行いました。 

 

 

当ファンドはベンチマークや参考指数を設けていないため、本項目は記載しておりません。 

 

 

当作成期の収益分配は次表の通りです。第132期から第137期について、いずれも配当等収益に加え、基準価

額の水準、市況動向等を勘案して決定いたしました。 

なお、留保された収益の運用につきましては、特に制限を設けず元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第132期 第133期 第134期 第135期 第136期 第137期 

2021年12月21日～ 
2022年１月20日 

2022年１月21日～ 
2022年２月21日 

2022年２月22日～ 
2022年３月22日 

2022年３月23日～ 
2022年４月20日 

2022年４月21日～ 
2022年５月20日 

2022年５月21日～ 
2022年６月20日 

当期分配金 25  25  25  25  25  25  

(対基準価額比率) 0.240％ 0.239％ 0.230％ 0.213％ 0.224％ 0.219％ 

 当期の収益 25  25  25  25  25  25  

 当期の収益以外 －  －  －  －  －  －  

翌期繰越分配対象額 6,866  6,878  6,892  6,916  6,943  6,968  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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○今後の運用方針 

（テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース」は、当ファンドの運用の基本方針に

もとづき、「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」および「日本短期債券ファンド（適

格機関投資家限定）」へ投資を行います。「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」へ

の投資比率は高位を維持する方針です。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス） 

○市場見通し（2022年５月末時点） 

インフレの要因は地域毎に異なる中、年内は概ね過去の平均水準を上回ると予想しています。欧州では、エ

ネルギー価格の上昇とサプライチェーンの混乱がインフレの主な要因となる一方、米国では堅調な国内の需

要もその要因となっています。特に、堅調な家計の貯蓄とペントアップ需要が、米国の労働市場のひっ迫につ

ながり、賃金上昇に圧力をかけています。運用チームでは、地域毎の様々なインフレ要因を引き続き注意深く

精査してまいります。 

世界規模の異例の金融緩和局面は終わり、世界的な金融引き締め局面が続いています。こうした金融政策の

転換は現地通貨建て資産に様々な影響を及ぼします。アジアのように、すでに高い金利を維持するかもしくは

ラテンアメリカのように利上げを先駆けて実施することにより金融引き締め局面で先行している一部の新興

国は、世界的な金融引き締め局面では有利な立場にあります。他の国は持続的なインフレやファンダメンタル

ズの悪化に脆弱であるとみられ、金融引き締め局面で遅れを取る可能性があります。国によりインフレ要因は

一様ではなく、各国間で金融政策のかい離は広がると予想しています。一部の中央銀行が他の国の中央銀行に

先行して金融引き締めを進める中、金融政策のかい離はバリュエーションの面から投資機会をもたらす可能

性があります。 

 

○運用方針 

全体として、ポートフォリオのデュレーションを短めに維持します。引き続き主要先進国以外の一部の現地

通貨建てソブリン債に注目してまいります。一部の新興国のソブリン債利回りは低利回りもしくはマイナス

利回りの先進国ソブリン債の利回り水準を大きく上回っています。また、ビジネス活動が活発で、健全な財政

政策が期待できる国（特にアジア諸国）の通貨にも注目しています。国際商品価格の上昇や積極的な利上げ姿

勢も米州の一部の通貨に追い風となると考えています。 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

今後も引き続き、主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し、信

託財産の安定的な成長をめざして安定運用を行う方針です。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年12月21日～2022年６月20日) 

項 目 
第132期～第137期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 58  0.535  (a)信託報酬＝〔作成期間の平均基準価額〕×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (12)  (0.110)  ファンドの運用、受託会社への指図、基準価額の算出、開示資料作成 
等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (45)  (0.411)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン 
ドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.014)  ファンドの運用財産の保管・管理、委託会社からの運用指図の実行等 
の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.009   
(b)その他費用＝  

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.009)  その他費用 
・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 59   0.544    

作成期間の平均基準価額は、10,855円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

 当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」等が取得できるものについては交付運用報告書の「組入

上位ファンドの概要」に表示しております。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は四

捨五入してあります。 

 

  

〔作成期間のその他費用〕 

〔作成期間の平均受益権口数〕
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（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および
有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.92％です。 

 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注） 各比率は、年率換算した値です。 
（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。 
（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。   
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○売買及び取引の状況 (2021年12月21日～2022年６月20日) 

 

 

銘 柄 
第132期～第137期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

外 国 
(邦貨建) 

 口 千円 口 千円  
フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY 

3,366 3,425 28,073 27,800  

 
（注） 金額は受渡し代金です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年12月21日～2022年６月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2021年12月21日～2022年６月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2022年６月20日現在) 

 

銘 柄 
第131期末 第137期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定） 785,042 785,042 826 0.6 

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY 

143,064 118,357 125,297 97.1 

合 計 928,106 903,399 126,123 97.7 
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

  

投資信託証券 
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○投資信託財産の構成 (2022年６月20日現在) 

項 目 
第137期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 826 0.6 

投資証券 125,297 96.8 

コール・ローン等、その他 3,359 2.6 

投資信託財産総額 129,482 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てです。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第132期末 第133期末 第134期末 第135期末 第136期末 第137期末 

2022年１月20日現在 2022年２月21日現在 2022年３月22日現在 2022年４月20日現在 2022年５月20日現在 2022年６月20日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 123,378,067   123,037,359   127,013,857   131,511,633   125,898,314   129,482,502   

 コール・ローン等 2,786,979   2,445,146   2,322,327   2,722,828   3,567,681   3,358,794   

 投資信託受益証券(評価額) 826,727   825,864   825,785   826,099   826,256   826,178   

 投資証券(評価額) 119,764,361   119,766,349   123,865,745   127,962,706   121,504,377   125,297,530   

(B) 負債 423,173   411,510   420,758   414,201   397,662   417,843   

 未払収益分配金 295,846   293,614   291,426   279,682   282,364   282,749   

 未払解約金 416   726   22,033   23,059   179   15,889   

 未払信託報酬 124,919   115,116   105,438   109,600   113,192   117,214   

 未払利息 8   6   5   4   7   7   

 その他未払費用 1,984   2,048   1,856   1,856   1,920   1,984   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 122,954,894   122,625,849   126,593,099   131,097,432   125,500,652   129,064,659   

 元本 118,338,487   117,445,669   116,570,657   111,873,138   112,945,871   113,099,819   

 次期繰越損益金 4,616,407   5,180,180   10,022,442   19,224,294   12,554,781   15,964,840   

(D) 受益権総口数 118,338,487口 117,445,669口 116,570,657口 111,873,138口 112,945,871口 113,099,819口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,390円 10,441円 10,860円 11,718円 11,112円 11,412円 
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○損益の状況 

項 目 
第132期 第133期 第134期 第135期 第136期 第137期 

2021年12月21日～ 
2022年１月20日 

2022年１月21日～ 
2022年２月21日 

2022年２月22日～ 
2022年３月22日 

2022年３月23日～ 
2022年４月20日 

2022年４月21日～ 
2022年５月20日 

2022年５月21日～ 
2022年６月20日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 543,588   493,372   466,628   560,153   698,483   588,240   

 受取配当金 543,987   493,516   466,754   560,275   698,683   588,441   

 受取利息 2   4   3   1   －   9   

 支払利息 △       401   △       148   △       129   △       123   △       200   △       210   

(B) 有価証券売買損益 1,246,543   516,102   4,812,942   9,404,716   △ 7,151,971   3,203,876   

 売買益 1,390,281   516,849   4,829,466   9,636,512   5,344   3,204,652   

 売買損 △   143,738   △       747   △    16,524   △   231,796   △ 7,157,315   △       776   

(C) 信託報酬等 △   126,903   △   117,164   △   107,294   △   111,456   △   115,112   △   119,198   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,663,228   892,310   5,172,276   9,853,413   △ 6,568,600   3,672,918   

(E) 前期繰越損益金 △34,068,029   △32,426,901   △31,568,609   △25,455,554   △15,859,134   △22,706,322   

(F) 追加信託差損益金 37,317,054   37,008,385   36,710,201   35,106,117   35,264,879   35,280,993   

 (配当等相当額) (  66,849,848)  (  66,357,384)  (  65,873,174)  (  63,304,090)  (  64,066,180)  (  64,175,486)  

 (売買損益相当額) (△29,532,794)  (△29,348,999)  (△29,162,973)  (△28,197,973)  (△28,801,301)  (△28,894,493)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 4,912,253   5,473,794   10,313,868   19,503,976   12,837,145   16,247,589   

(H) 収益分配金 △   295,846   △   293,614   △   291,426   △   279,682   △   282,364   △   282,749   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 4,616,407   5,180,180   10,022,442   19,224,294   12,554,781   15,964,840   

 追加信託差損益金 37,317,054   37,008,385   36,710,201   35,106,117   35,264,879   35,280,993   

 (配当等相当額) (  66,849,848)  (  66,357,384)  (  65,873,174)  (  63,304,090)  (  64,066,180)  (  64,175,486)  

 (売買損益相当額) (△29,532,794)  (△29,348,999)  (△29,162,973)  (△28,197,973)  (△28,801,301)  (△28,894,493)  

 分配準備積立金 14,401,928   14,423,865   14,471,939   14,077,963   14,358,853   14,643,462   

 繰越損益金 △47,102,575   △46,252,070   △41,159,698   △29,959,786   △37,068,951   △33,959,615   
 

（注） (B)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
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テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

＜注記事項＞（当運用報告書作成時点では監査未了です。） 

（貸借対照表関係） 

（１） 第132期首元本額は137,151,177円、第132～137期中追加設定元本額は2,382,258円、第132～137期中一部解約元本額は26,433,616円です。 

（２） １口当たり純資産額は、第132期1.0390円、第133期1.0441円、第134期1.0860円、第135期1.1718円、第136期1.1112円、第137期1.1412

円です。 

 

（損益及び剰余金計算書関係） 

分配金の計算過程 

（１）第132期（自2021年12月21日 至2022年１月20日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（505,048円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（66,849,848円）及び分配準

備積立金（14,192,726円）より、分配対象収益は、81,547,622円（１万口当たり6,891円）であり、うち295,846円（１万口当たり25円）を分

配金額としております。 

（２） 第133期（自2022年１月21日 至2022年２月21日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（436,114円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（66,357,384円）及び分配準

備積立金（14,281,365円）より、分配対象収益は、81,074,863円（１万口当たり6,903円）であり、うち293,614円（１万口当たり25円）を分

配金額としております。 

（３）第134期（自2022年２月22日 至2022年３月22日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（457,143円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（65,873,174円）及び分配準

備積立金（14,306,222円）より、分配対象収益は、80,636,539円（１万口当たり6,917円）であり、うち291,426円（１万口当たり25円）を分

配金額としております。 

（４）第135期（自2022年３月23日 至2022年４月20日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（553,889円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（63,304,090円）及び分配準

備積立金（13,803,756円）より、分配対象収益は、77,661,735円（１万口当たり6,941円）であり、うち279,682円（１万口当たり25円）を分

配金額としております。 

（５）第136期（自2022年４月21日 至2022年５月20日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（583,371円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（64,066,180円）及び分配準

備積立金（14,057,846円）より、分配対象収益は、78,707,397円（１万口当たり6,968円）であり、うち282,364円（１万口当たり25円）を分

配金額としております。 

（６）第137期（自2022年５月21日 至2022年６月20日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（569,752円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（64,175,486円）及び分配準

備積立金（14,356,459円）より、分配対象収益は、79,101,697円（１万口当たり6,993円）であり、うち282,749円（１万口当たり25円）を分

配金額としております。 
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○分配金のお知らせ  

 第132期 第133期 第134期 第135期 第136期 第137期 

１万口当たり分配金（税込み） 25円 25円 25円 25円 25円 25円 
 
◇分配金の取扱いについて 

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別

元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除し

た額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
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